
第30回日本森田療法学会　一般演題採択結果一覧表

発表日時 時間 会場
一般演題
セッション

発表カテゴリー 演題番号
筆頭演者名
（敬称略）

演題名

O-1 石田　惠　 呑気症など多彩な身体症状を訴えた心気症の1例

O-2 岩﨑　進一 身体表現性障害患者の身体症状の解釈について

O-3 太田　大介
身体表現性障害への森田療法的理解
―腹部、臀部の違和感を訴える事例を通して―

O-4 土屋　潔　 森田療法的指導により処方薬を減量、整理し改善した症例

O-5 中野　良信　
夫の問題癖関連の非定型歯痛に対して不快感情除去法（必殺掃除人）併
用の森田療法的対応を行った症例

O-6 海野　智　
歯痛が訴えるもの－歯の治療を介して、森田療法的関わりを9年間続けて
いる症例についての一考察

O-7 板村　論子　 心身症に対する森田療法的アプローチ

O-8 福島　浩　
がん専門病院精神科外来にて疼痛性障害に対して外来森田療法を行った
1例

O-9 杉井　保之
神経質傾向の強い不登校生徒へのConstructive　Livingを活用したフリース
クールの取り組み

O-10 上原　実貴 震えが出て不登校になった女子中学生の事例

O-11 秋濱　示江
一不登校児童に見られた神経症の成因について
　　　～家族の精神病理とその快復～

O-12 甲斐　寿美子 妊産婦及び子育て支援に活用する森田療法の有効性

O-13 田所 重紀
精神医学基礎論（Philosophy of Psychiatry）から観た森田療法―「逆説的
語り稽古」としての「不問」

O-14 市来　和政 論理を超える森田療法

O-15 柘野　雅之 森田療法と自己愛

O-16 三好　正幸 森田療法とフロー理論についての一考察

O-17 松浦　隆信
基礎心理学理論から見た森田療法の治療メカニズム
―注意の固着について―

O-18 渡邉　秀明
ハローワークと連携した失業者への就労支援における森田療法の適用の
可能性

O-19 小林　美穂子
常につきまとう不安に蓋をし、現実逃避していた男性との面接過程
～森田療法的アプローチに懐疑的であった一例の変化について～

O-20 雫石　千園 対人恐怖症ギャンブラーがリワークを経て就職したケースに関する一考察

O-21 寺田　浩 復職支援プログラム（リワーク）における森田療法の効用

O-22 望月 洋介　 追体験入院導入の試み

O-23 塩路　理恵子
広汎性発達障害を併存する症例に対する入院森田療法の治療的工夫―
強迫性障害にアスペルガー症候群を併存した一例を通してー

O-24 飯田　妙子
作業療法士の立場での関わりが対人技能の改善に効果的であった不安障
害の一例－入院森田療法における作業療法士の役割とは－

O-25 松橋　美奈 不安の訴えが続く患者に対する看護介入

O-26 舘野　歩
外来森田療法とAcceptance and Commitment Therapy（ACT）との治療プロ
セスの比較検討

O-27 林　吉夫
入院森田療法体験者から見た森田療法とマインドフルネス認知療法（ＭＢＣ
Ｔ）の相違

O-28 中島　良
外来精神科ショートケアを利用したひきこもり青年への森田療法的アプロー
チ～第三世代認知／行動療法を取り入れて

O-29 井関 渉 復職デイケアにおけるマインドフルネス呼吸法の試みについて

O-30 立松　一徳　　 外来森田療法の諸相(10)－治療の難航・失敗について(3)

O-31 井出　恵　 外来森田療法における夫婦の悪循環への対応について

O-32 岩木　久満子 森田正馬の外来森田療法　第二報

O-33 岩田　真理　 森田療法的心理臨床の可能性と課題

O-34 中村　充宏
社交不安障害、対人恐怖症に対する外来森田療法における日記の意味合
い

O-35 入川　常美　 中年期の人生の行き詰まりの事例に対する森田療法的アプローチ

O-36 橋本　和幸 過適応主婦のうつ病者に対する外来森田療法

O-37 畔柳　園子　
不妊治療における外来森田療法
～不安発作を発症して～

O-38 高橋　俊郎 外来森田療法におけるに日記指導（日記療法）の治療的意義について

第3世代の認知行動療法

外来森田療法Ⅰ

外来森田療法Ⅱ

身体表現性障害など　

心身医療

子育て・学校

産業メンタルヘルス

入院森田療法

森田理論
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14：30～15：45
第2会場
山上会館
1F
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15：00～16：00
第3会場
山上会館
B1

5

413：45～15：00
第3会場
山上会館
B1

11月17日（土）

11：00～12：00
第2会場
山上会館
1F
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14：00～15：00
第2会場
山上会館
1F
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15：00～16：00
第2会場
山上会館
1F
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11月18日（日）

9：50～10：50
第2会場
山上会館
1F
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11：00～12：00
第2会場
山上会館
1F

7

13：30～14：30
第2会場
山上会館
1F
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O-39 井上　淳
Symptom dimensionが多岐にわたり、汚染を主とする強迫性障害に対する
森田療法－曝露反応妨害法との併用によるアプローチ－

O-40 富田 敏也 森田的アプローチの効果を促進させるためのＥＦＴ（感情解放技法）の活用

O-41 木曽　いづみ
「恋愛神経症*」に対する森田療法的アプローチ
恋愛不安からの悪循環を打破し、生の欲望を発揮するに至ったプロセス

O-42 廣瀬　雄一
森田療法とナラティヴ・アプローチ―森田療法的アプローチに当初「乗って」
こなかった30代女性の復職支援の事例から―

O-43 寺島　正明
東日本大震災被災による
自助的心理学を用いた森田療法理論学習の実践

O-44 黒木　俊秀 東日本大震災の被災者支援：日本森田療法学会災害対策委員会報告

O-45 南　昌廣
ポストジェノサイド、ルワンダにおける
森田療法を基にした新しい和解アプローチの施行

O-46 高橋　朋康 震災時とその後における森田的捉え方の実効性について

O-47 新城　香
　「生の欲望」を支えるガン医療を求めて（その２）
～生命を守る「患者組合」の活動～

O-48
上平　雅子
(上郷　悠希)

森田療法と教育Ⅲ ～メンタルヘルス自助グループの役割と専門性を問う～

O-49 南 哲二
自助グループの有用性を当事者体験から考察する～一心理士の脳卒中と
リハビリテーションの体験から～（そのⅡ）

O-50 竹林　耕司
楽な生き方につながる、自助グループでの森田療法学習事例
～文章の解釈を離れて、感じを重視する森田原著学習～

O-51 明念　倫子
なぜわれわれの「確認行為」は計らい行為になるのか―その原因を探る
・・・当事者研究報告（強迫神経症のグループ生泉会の試み）

O-52 星野　マサ子 強迫地獄から脱出できた私の体験、そこから生まれた技法

O-53 澤野　啓一
森田正馬博士の最初の郷土調査から半世紀以上後に発生した心因発作
意識障害について

O-54 角本　壽昭
体験者が語る：続・森田療法と教育（森田療法こそ真の教育であり、すばら
しい教育）

O-55 岡本　重慶 森田正馬の雅号「形外」の意味について

O-56 吉田　惠子
瀬戸行子、森田正馬（しょうま）と過ごした日々―「瀬戸さんのような人は、
僕の事をずっと考えるんじゃろうのう、かわいそうじゃ」

O-57 鍋倉　正信
不安障害者の森田神経質と完全主義の関連及び不安や抑うつへの影響
（その2）　　　－不安や抑うつに及ぼす影響の実証的研究―

O-58 小野寺　哲夫
多世代家族イベントが森田神経質に与える影響
～ボーエン家族システムズ理論と森田理論の統合の試み～

O-59 我妻　則明
Menninger Clinicと提携関係にあったWashburn Universityでの
森田療法認定プログラム－日本での森田療法の教育の参考のために－

O-60 新村　秀人 森田療法からみた認知行動療法研修

11月18日（日）

教育と研究

技法の併用

震災・ストレス

森田正馬を学ぶ

自助活動9：30～11：00

15：00～16：00
第5会場
山上会館
2F
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14：30～15：30
第3会場
山上会館
B1
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11：00～12：00
第5会場
山上会館
2F
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13：30～14：30
第3会場
山上会館
B1
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第4会場
工学部2号館
1F　211
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